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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式の化合物、またはそれらの塩もしくは互変異性体：
【化２１５】

　ここで、Ｒ１は、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝または
非分枝脂肪族；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリール；－ＯＲＡ

；－ＣＯ２ＲＡ；－ＳＲＡ；あるいは－Ｎ（ＲＡ）２である；ここで、ＲＡの各存在は、
別個に、水素、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシル、アリール、またはヘテロアリールである
；
　Ｒ２は、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝脂
肪族；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリール；－ＯＲＢ；－ＣＯ

２ＲＢ；－ＳＲＢ；あるいは－Ｎ（ＲＢ）２である；ここで、ＲＢの各存在は、別個に、
水素、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ３は、水素；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝脂肪族；ある
いは－ＯＲＣである；ここで、ＲＣの各存在は、別個に、水素、脂肪族、ヘテロ脂肪族、
アシル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ４は、水素；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝脂肪族；ある
いは－ＯＲＤである；ここで、ＲＤの各存在は、別個に、水素、脂肪族、ヘテロ脂肪族、
アシル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ５は、－Ｎ（ＲＥ）２である；ここで、ＲＥの各存在は、別個に、水素、脂肪族、ヘ
テロ脂肪族、アシル、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、アリールオキシ、アルキ
ルチオ、アリールチオ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ヘテロアリールオ
キシ、またはヘテロアリールチオである；
　各Ｒ７は、別個に、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝また
は非分枝脂肪族；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝ヘテロ脂肪族
；置換または非置換アシル；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリー
ル；－ＯＲＧ；－Ｃ（＝Ｏ）ＲＧ；－ＣＯ２ＲＧ；－ＣＮ；－ＳＣＮ；－ＳＲＧ；－ＳＯ
ＲＧ；－ＳＯ２ＲＧ；－ＮＯ２；－Ｎ（ＲＧ）２；－ＮＨＣ（Ｏ）ＲＧ；あるいは－Ｃ（
ＲＧ）３である；ここで、ＲＧの各存在は、別個に、水素、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシ
ル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ８の各存在は、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝または
非分枝脂肪族；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝ヘテロ脂肪族；
置換または非置換アシル；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリール
；－ＯＲＨ；－Ｃ（＝Ｏ）ＲＨ；－ＣＯ２ＲＨ；－ＣＮ；－ＳＣＮ；－ＳＲＨ；－ＳＯＲ

Ｈ；－ＳＯ２ＲＨ；－ＮＯ２；－Ｎ（ＲＨ）２；－ＮＨＣ（Ｏ）ＲＨ；あるいは－Ｃ（Ｒ

Ｈ）３である；ここで、ＲＨの各存在は、別個に、水素、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシル
；アリール；またはヘテロアリールである；
　ｎは、１～４（ｎが１または４である場合も含めて）の範囲の整数である；そして
　単独の基としてまたは別の基の一部としての、置換脂肪族、置換ヘテロ脂肪族、置換ア
シル、置換アリール、および置換ヘテロアリールの各存在は、別個に、脂肪族；ヘテロ脂
肪族；アリール；ヘテロアリール；アリールアルキル；ヘテロアリールアルキル；アルコ
キシ；アリールオキシ；ヘテロアルコキシ；ヘテロアリールオキシ；アルキルチオ；アリ
ールチオ；ヘテロアルキルチオ；ヘテロアリールチオ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；－ＯＨ；－
ＮＯ２；－ＣＮ；－ＣＦ３；－ＣＨ２ＣＦ３；－ＣＨＣｌ２；－ＣＨ２ＯＨ；－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＯＨ；－ＣＨ２ＮＨ２；－ＣＨ２ＳＯ２ＣＨ３；－Ｃ（Ｏ）Ｒｘ；－ＣＯ２（Ｒｘ）
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；－ＣＯＮ（Ｒｘ）２；－ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ；－ＯＣＯ２Ｒｘ；－ＯＣＯＮ（Ｒｘ）２；－
Ｎ（Ｒｘ）２；－Ｓ（Ｏ）２Ｒｘ；および－ＮＲｘ（ＣＯ）Ｒｘからなる群より選択され
る１つ以上の置換基で置換され、ここで、Ｒｘの各存在は、別個に、脂肪族、ヘテロ脂肪
族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキルから
なる群より選択される、
　化合物、またはそれらの塩もしくは互変異性体。
【請求項２】
　Ｒ１が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ２が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ３が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ４が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ３およびＲ４がそれぞれ水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ５が－Ｎ（ＣＨ３）２である、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ７の少なくとも１つがハロゲンである、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ７の少なくとも１つが－ＯＲＧである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　次式の化合物、またはそれらの塩もしくは互変異性体：
【化２１６】

　ここで、Ｒ１は、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝または
非分枝脂肪族；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリール；－ＯＲＡ

；－ＣＯ２ＲＡ；－ＳＲＡ；あるいは－Ｎ（ＲＡ）２である；ここで、ＲＡの各存在は、
別個に、水素、保護基（Ｎ原子またはＯ原子に結合する場合）、脂肪族、ヘテロ脂肪族、
アシル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ２は、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝脂
肪族；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリール；－ＯＲＢ；－ＣＯ

２ＲＢ；－ＳＲＢ；あるいは－Ｎ（ＲＢ）２である；ここで、ＲＢの各存在は、別個に、
水素、保護基（Ｎ原子またはＯ原子に結合する場合）、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシル、
アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ３は、水素；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝脂肪族；ある
いは－ＯＲＣである；ここで、ＲＣの各存在は、別個に、水素、保護基、脂肪族、ヘテロ
脂肪族、アシル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ４は、水素；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝脂肪族；ある
いは－ＯＲＤである；ここで、ＲＤの各存在は、別個に、水素、保護基、脂肪族、ヘテロ
脂肪族、アシル、アリール、またはヘテロアリールである；
　Ｒ５は、－Ｎ（ＲＥ）２である；ここで、ＲＥの各存在は、別個に、水素、保護基、脂
肪族、ヘテロ脂肪族、アシル、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、アリールオキシ
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、アルキルチオ、アリールチオ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ヘテロア
リールオキシ、またはヘテロアリールチオである；
　各Ｒ７は、別個に、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝また
は非分枝脂肪族；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝ヘテロ脂肪族
；置換または非置換アシル；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリー
ル；－ＯＲＧ；－Ｃ（＝Ｏ）ＲＧ；－ＣＯ２ＲＧ；－ＣＮ；－ＳＣＮ；－ＳＲＧ；－ＳＯ
ＲＧ；－ＳＯ２ＲＧ；－ＮＯ２；－Ｎ（ＲＧ）２；－ＮＨＣ（Ｏ）ＲＧ；あるいは－Ｃ（
ＲＧ）３である；ここで、ＲＧの各存在は、別個に、水素、保護基（Ｎ原子またはＯ原子
に結合する場合）、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシル、アリール、またはヘテロアリールで
ある；
　Ｒ８の各存在は、水素；ハロゲン；環式または非環式、置換または非置換、分枝または
非分枝脂肪族；環式または非環式、置換または非置換、分枝または非分枝ヘテロ脂肪族；
置換または非置換アシル；置換または非置換アリール；置換または非置換ヘテロアリール
；－ＯＲＨ；－Ｃ（＝Ｏ）ＲＨ；－ＣＯ２ＲＨ；－ＣＮ；－ＳＣＮ；－ＳＲＨ；－ＳＯＲ

Ｈ；－ＳＯ２ＲＨ；－ＮＯ２；－Ｎ（ＲＨ）２；－ＮＨＣ（Ｏ）ＲＨ；あるいは－Ｃ（Ｒ

Ｈ）３である；ここで、ＲＨの各存在は、別個に、水素、保護基（Ｎ原子またはＯ原子に
結合する場合）、脂肪族、ヘテロ脂肪族、アシル；アリール；またはヘテロアリールであ
る；
　ｎは、１～４（ｎが１または４である場合も含めて）の範囲の整数である；
　単独の基としてまたは別の基の一部としての、置換脂肪族、置換ヘテロ脂肪族、置換ア
シル、置換アリール、および置換ヘテロアリールの各存在は、別個に、脂肪族；ヘテロ脂
肪族；アリール；ヘテロアリール；アリールアルキル；ヘテロアリールアルキル；アルコ
キシ；アリールオキシ；ヘテロアルコキシ；ヘテロアリールオキシ；アルキルチオ；アリ
ールチオ；ヘテロアルキルチオ；ヘテロアリールチオ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；－ＯＨ；－
ＮＯ２；－ＣＮ；－ＣＦ３；－ＣＨ２ＣＦ３；－ＣＨＣｌ２；－ＣＨ２ＯＨ；－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＯＨ；－ＣＨ２ＮＨ２；－ＣＨ２ＳＯ２ＣＨ３；－Ｃ（Ｏ）Ｒｘ；－ＣＯ２（Ｒｘ）
；－ＣＯＮ（Ｒｘ）２；－ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ；－ＯＣＯ２Ｒｘ；－ＯＣＯＮ（Ｒｘ）２；－
Ｎ（Ｒｘ）２；－Ｓ（Ｏ）２Ｒｘ；および－ＮＲｘ（ＣＯ）Ｒｘからなる群より選択され
る１つ以上の置換基で置換され、ここで、Ｒｘの各存在は、別個に、脂肪族、ヘテロ脂肪
族、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキルから
なる群より選択される；そして
　但し、該化合物が保護基を含んでおり、
　該保護基がＯ原子に結合している場合、該保護基は、メチル、メトキシルメチル（ＭＯ
Ｍ）、メチルチオメチル（ＭＴＭ）、ｔ－ブチルチオメチル、（フェニルジメチルシリル
）メトキシメチル（ＳＭＯＭ）、ベンジルオキシメチル（ＢＯＭ）、ｐ－メトキシベンジ
ルオキシメチル（ＰＭＢＭ）、（４－メトキシフェノキシ）メチル（ｐ－ＡＯＭ）、グア
ヤコールメチル（ＧＵＭ）、ｔ－ブトキシメチル、４－ペンテニルオキシメチル（ＰＯＭ
）、シロキシメチル、２－メトキシエトキシメチル（ＭＥＭ）、２，２，２－トリクロロ
エトキシメチル、ビス（２－クロロエトキシ）メチル、２－（トリメチルシリル）エトキ
シメチル（ＳＥＭＯＲ）、テトラヒドロピラニル（ＴＨＰ）、３－ブロモテトラヒドロピ
ラニル、テトラヒドロチオピラニル、１－メトキシシクロヘキシル、４－メトキシテトラ
ヒドロピラニル（ＭＴＨＰ）、４－メトキシテトラヒドロチオピラニル、４－メトキシテ
トラヒドロチオピラニルＳ，Ｓ－ジオキシド、１－［（２－クロロ－４－メチル）フェニ
ル］－４－メトキシピペリジン－４－イル（ＣＴＭＰ）、１，４－ジオキサン－２－イル
、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロチオフラニル、２，３，３ａ，４，５，６，７，
７ａ－オクタヒドロ－７，８，８－トリメチル－４，７－メタノベンゾフラン－２－イル
、１－エトキシエチル、１－（２－クロロエトキシ）エチル、１－メチル－１－メトキシ
エチル、１－メチル－１－ベンジルオキシエチル、１－メチル－１－ベンジルオキシ－２
－フルオロエチル、２，２，２－トリクロロエチル、２－トリメチルシリルエチル、２－
（フェニルセレニル）エチル、ｔ－ブチル、アリル、ｐ－クロロフェニル、ｐ－メトキシ
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フェニル、２，４－ジニトロフェニル、ベンジル、ｐ－メトキシベンジル、３，４－ジメ
トキシベンジル、ｏ－ニトロベンジル、ｐ－ニトロベンジル、ｐ－ハロベンジル、２，６
－ジクロロベンジル、ｐ－シアノベンジル、ｐ－フェニルベンジル、２－ピコリル、４－
ピコリル、３－メチル－２－ピコリルＮ－オキシド、ジフェニルメチル、ｐ，ｐ’－ジニ
トロベンズヒドリル、５－ジベンゾスベリル、トリフェニルメチル、α－ナフチルジフェ
ニルメチル、ｐ－メトキシフェニルジフェニルメチル、ジ（ｐ－メトキシフェニル）フェ
ニルメチル、トリ（ｐ－メトキシフェニル）メチル、４－（４’－ブロモフェナシルオキ
シフェニル）ジフェニルメチル、４，４’，４”－トリス（４，５－ジクロロフタルイミ
ドフェニル）メチル、４，４’，４”－トリス（レブリノイルオキシフェニル）メチル、
４，４’，４”－トリス（ベンゾイルオキシフェニル）メチル、３－（イミダゾール－１
－イル）ビス（４’，４”－ジメトキシフェニル）メチル、１，１－ビス（４－メトキシ
フェニル）－１’－ピレニルメチル、９－アントリル、９－（９－フェニル）キサンテニ
ル、９－（９－フェニル－１０－オキソ）アントリル、１，３－ベンゾジチオラン－２－
イル、ベンズイソチアゾリルＳ，Ｓ－ジオキシド、トリメチルシリル（ＴＭＳ）、トリエ
チルシリル（ＴＥＳ）、トリイソプロピルシリル（ＴＩＰＳ）、ジメチルイソプロピルシ
リル（ＩＰＤＭＳ）、ジエチルイソプロピルシリル（ＤＥＩＰＳ）、ジメチルセキシルシ
リル、ｔ－ブチルジメチルシリル（ＴＢＤＭＳ）、ｔ－ブチルジフェニルシリル（ＴＢＤ
ＰＳ）、トリベンジルシリル、トリ－ｐ－キシリルシリル、トリフェニルシリル、ジフェ
ニルメチルシリル（ＤＰＭＳ）、ｔ－ブチルメトキシフェニルシリル（ＴＢＭＰＳ）、ホ
ルメート、ベンゾイルホルメート、アセテート、クロロアセテート、ジクロロアセテート
、トリクロロアセテート、トリフルオロアセテート、メトキシアセテート、トリフェニル
メトキシアセテート、フェノキシアセテート、ｐ－クロロフェノキシアセテート、３－フ
ェニルプロピオネート、４－オキソペンタノエート（レブリネート）、４，４－（エチレ
ンジチオ）ペンタノエート（レブリノイルジチオアセタール）、ピバロエート、アダマン
トエート、クロトネート、４－メトキシクロトネート、ベンゾエート、ｐ－フェニルベン
ゾエート、２，４，６－トリメチルベンゾエート（メシトエート）、メチルカーボネート
、９－フルオレニルメチルカーボネート（Ｆｍｏｃ）、エチルカーボネート、２，２，２
－トリクロロエチルカーボネート（Ｔｒｏｃ）、２－（トリメチルシリル）エチルカーボ
ネート（ＴＭＳＥＣ）、２－（フェニルスルホニル）エチルカーボネート（Ｐｓｅｃ）、
２－（トリフェニルホスホニオ）エチルカーボネート（Ｐｅｏｃ）、イソブチルカーボネ
ート、ビニルカーボネート、アリルカーボネート、ｐ－ニトロフェニルカーボネート、ベ
ンジルカーボネート、ｐ－メトキシベンジルカーボネート、３，４－ジメトキシベンジル
カーボネート、ｏ－ニトロベンジルカーボネート、ｐ－ニトロベンジルカーボネート、Ｓ
－ベンジルチオカーボネート、４－エトキシ－１－ナフチルカーボネート、メチルジチオ
カーボネート、２－ヨードベンゾエート、４－アジドブチレート、４－ニトロ－４－メチ
ルペンタノエート、ｏ－（ジブロモメチル）ベンゾエート、２－ホルミルベンゼンスルホ
ネート、２－（メチルチオメトキシ）エチル、４－（メチルチオメトキシ）ブチレート、
２－（メチルチオメトキシメチル）ベンゾエート、２，６－ジクロロ－４－メチルフェノ
キシアセテート、２，６－ジクロロ－４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェ
ノキシアセテート、２，４－ビス（１，１－ジメチルプロピル）フェノキシアセテート、
クロロジフェニルアセテート、イソブチレート、モノスクシネート、（Ｅ）－２－メチル
－２－ブテノエート、ｏ－（メトキシカルボニル）ベンゾエート、α－ナフトエート、Ｎ
，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルホスホロジアミデート、Ｎ－フェニルカルバメート、ジ
メチルホスフィノチオイル、２，４－ジニトロフェニルスルフェネート、メタンスルホネ
ート（メシレート）、ベンジルスルホネート、Ｂｏｃ、およびトシレート（Ｔｓ）からな
る群より選択されるヒドロキシル保護基である；そして
　該保護基がＮ原子に結合している場合、該保護基は、カルバミン酸メチル、カルバミン
酸エチル、カルバミン酸９－フルオレニルメチル（Ｆｍｏｃ）、カルバミン酸９－（２－
スルホ）フルオレニルメチル、カルバミン酸９－（２，７－ジブロモ）フルオレニルメチ
ル、カルバミン酸２，７－ジ－ｔ－ブチル－［９－（１０，１０－ジオキソ－１０，１０
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，１０，１０－テトラヒドロチオキサンチル）］メチル（ＤＢＤ－Ｔｍｏｃ）、カルバミ
ン酸４－メトキシフェナシル（Ｐｈｅｎｏｃ）、カルバミン酸２，２，２－トリクロロエ
チル（Ｔｒｏｃ）、カルバミン酸２－トリメチルシリルエチル（Ｔｅｏｃ）、カルバミン
酸２－フェニルエチル（ｈＺ）、カルバミン酸１－（１－アダマンチル）－１－メチルエ
チル（Ａｄｐｏｃ）、カルバミン酸１，１－ジメチル－２－ハロエチル、カルバミン酸１
，１－ジメチル－２，２－ジブロモエチル（ＤＢ－ｔ－ＢＯＣ）、カルバミン酸１，１－
ジメチル－２，２，２－トリクロロエチル（ＴＣＢＯＣ）、カルバミン酸１－メチル－１
－（４－ビフェニルイル）エチル（Ｂｐｏｃ）、カルバミン酸１－（３，５－ジ－ｔ－ブ
チルフェニル）－１－メチルエチル（ｔ－Ｂｕｍｅｏｃ）、カルバミン酸２－（２’－お
よび４’－ピリジル）エチル（Ｐｙｏｃ）、カルバミン酸２－（Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシ
ルカルボキサミド）エチル、カルバミン酸ｔ－ブチル（ＢＯＣ）、カルバミン酸１－アダ
マンチル（Ａｄｏｃ）、カルバミン酸ビニル（Ｖｏｃ）、カルバミン酸アリル（Ａｌｌｏ
ｃ）、カルバミン酸１－イソプロピルアリル（Ｉｐａｏｃ）、カルバミン酸シンナミル（
Ｃｏｃ）、カルバミン酸４－ニトロシンナミル（Ｎｏｃ）、カルバミン酸８－キノリル、
カルバミン酸Ｎ－ヒドロキシピペリジニル、カルバミン酸アルキルジチオ、カルバミン酸
ベンジル（Ｃｂｚ）、カルバミン酸ｐ－メトキシベンジル（Ｍｏｚ）、カルバミン酸ｐ－
ニトロベンジル、カルバミン酸ｐ－ブロモベンジル、カルバミン酸ｐ－クロロベンジル、
カルバミン酸２，４－ジクロロベンジル、カルバミン酸４－メチルスルフィニルベンジル
（Ｍｓｚ）、カルバミン酸９－アントリルメチル、カルバミン酸ジフェニルメチル、カル
バミン酸２－メチルチオエチル、カルバミン酸２－メチルスルホニルエチル、カルバミン
酸２－（ｐ－トルエンスルホニル）エチル、カルバミン酸［２－（１，３－ジチアニル）
］メチル（Ｄｍｏｃ）、カルバミン酸４－メチルチオフェニル（Ｍｔｐｃ）、カルバミン
酸２，４－ジメチルチオフェニル（Ｂｍｐｃ）、カルバミン酸２－ホスホニオエチル（Ｐ
ｅｏｃ）、カルバミン酸２－トリフェニルホスホニオイソプロピル（Ｐｐｏｃ）、カルバ
ミン酸１，１－ジメチル－２－シアノエチル、カルバミン酸ｍ－クロロ－ｐ－アシルオキ
シベンジル、カルバミン酸ｐ－（ジヒドロキシボリル）ベンジル、カルバミン酸５－ベン
ズイソキサゾリルメチル、カルバミン酸２－（トリフルオロメチル）－６－クロモニルメ
チル（Ｔｃｒｏｃ）、カルバミン酸ｍ－ニトロフェニル、カルバミン酸３，５－ジメトキ
シベンジル、カルバミン酸ｏ－ニトロベンジル、カルバミン酸３，４－ジメトキシ－６－
ニトロベンジル、カルバミン酸フェニル（ｏ－ニトロフェニル）メチル、フェノチアジニ
ル－（１０）－カルボニル、Ｎ’－ｐ－トルエンスルホニルアミノカルボニル、Ｎ’－フ
ェニルアミノチオカルボニル、カルバミン酸ｔ－アミル、チオカルバミン酸Ｓ－ベンジル
、カルバミン酸ｐ－シアノベンジル、カルバミン酸シクロブチル、カルバミン酸シクロヘ
キシル、カルバミン酸シクロペンチル、カルバミン酸シクロプロピルメチル、カルバミン
酸ｐ－デシルオキシベンジル、カルバミン酸２，２－ジメトキシカルボニルビニル、カル
バミン酸ｏ－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルボキサミド）ベンジル、カルバミン酸１，１－ジメ
チル－３－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルボキサミド）プロピル、カルバミン酸１，１－ジメチ
ルピロピニル、カルバミン酸ジ（２－ピリジル）メチル、カルバミン酸２－フラニルメチ
ル、カルバミン酸２－ヨードエチル、カルバミン酸イソボルニル、カルバミン酸イソブチ
ル、カルバミン酸イソニコチニル、カルバミン酸ｐ－（ｐ’－メトキシフェニルアゾ）ベ
ンジル、カルバミン酸１－メチルシクロブチル、カルバミン酸１－メチルシクロヘキシル
、カルバミン酸１－メチル－１－シクロプロピルメチル、カルバミン酸１－メチル－１－
（３，５－ジメトキシフェニル）エチル、カルバミン酸１－メチル－１－（ｐ－フェニル
アゾフェニル）エチル、カルバミン酸１－メチル－１－フェニルエチル、カルバミン酸１
－メチル－１－（４－ピリジル）エチル、カルバミン酸フェニル、カルバミン酸ｐ－（フ
ェニルアゾ）ベンジル、カルバミン酸２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェニル、カルバミ
ン酸４－（トリメチルアンモニウム）ベンジル、カルバミン酸２，４，６－トリメチルベ
ンジル、ホルムアミド、アセトアミド、クロロアセトアミド、トリクロロアセトアミド、
トリフルオロアセトアミド、フェニルアセトアミド、３－フェニルプロパンアミド、ピコ
リンアミド、３－ピリジルカルボキサミド、Ｎ－ベンゾイルフェニルアラニル、ベンズア
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ミド、ｐ－フェニルベンズアミド、ｏ－ニトロフェニルアセトアミド、ｏ－ニトロフェノ
キシアセトアミド、アセトアセトアミド、（Ｎ’－ジチオベンジルオキシカルボニルアミ
ノ）アセトアミド、３－（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパンアミド、３－（ｏ－ニトロ
フェニル）プロパンアミド、２－メチル－２－（ｏ－ニトロフェノキシ）プロパンアミド
、２－メチル－２－（ｏ－フェニルアゾフェノキシ）プロパンアミド、４－クロロブタン
アミド、３－メチル－３－ニトロブタンアミド、ｏ－ニトロシンナミド、Ｎ－アセチルメ
チオニン、ｏ－ニトロベンズアミド、ｏ－（ベンゾイルオキシメチル）ベンズアミド、４
，５－ジフェニル－３－オキサゾリン－２－オン、Ｎ－フタルイミド、Ｎ－ジチアスクシ
ンイミド（Ｄｔｓ）、Ｎ－２，３－ジフェニルマレイミド、Ｎ－２，５－ジメチルピロー
ル、Ｎ－１，１，４，４－テトラメチルジシリルアザシクロペンタン（ＳＴＡＢＡＳＥ）
、５－置換１，３－ジメチル－１，３，５－トリアザシクロヘキサン－２－オン、５－置
換１，３－ジベンジル－１，３，５－トリアザシクロヘキサン－２－オン、１－置換３，
５－ジニトロ－４－ピリドン、Ｎ－メチルアミン、Ｎ－アリルアミン、Ｎ－［２－（トリ
メチルシリル）エトキシ］メチルアミン（ＳＥＭ）、Ｎ－３－アセトキシプロピルアミン
、Ｎ－（１－イソプロピル－４－ニトロ－２－オキソ－３－ピロリン（ｐｙｒｏｏｌｉｎ
）－３－イル）アミン、Ｎ－ベンジルアミン、Ｎ－ジ（４－メトキシフェニル）メチルア
ミン、Ｎ－５－ジベンゾスベリルアミン、Ｎ－トリフェニルメチルアミン（Ｔｒ）、Ｎ－
［（４－メトキシフェニル）ジフェニルメチル］アミン（ＭＭＴｒ）、Ｎ－９－フェニル
フルオレニルアミン（ＰｈＦ）、Ｎ－２，７－ジクロロ－９－フルオレニルメチレンアミ
ン、Ｎ－フェロセニルメチルアミノ（Ｆｃｍ）、Ｎ－２－ピコリルアミノＮ’－オキシド
、Ｎ－１，１－ジメチルチオメチレンアミン、Ｎ－ベンジリデンアミン、Ｎ－ｐ－メトキ
シベンジリデンアミン、Ｎ－ジフェニルメチレンアミン、Ｎ－［（２－ピリジル）メシチ
ル］メチレンアミン、Ｎ－（Ｎ’，Ｎ’－ジメチルアミノメチレン）アミン、Ｎ，Ｎ’－
イソプロピリデンジアミン、Ｎ－ｐ－ニトロベンジリデンアミン、Ｎ－サリチリデンアミ
ン、Ｎ－５－クロロサリチリデンアミン、Ｎ－（５－クロロ－２－ヒドロキシフェニル）
フェニルメチレンアミン、Ｎ－シクロヘキシリデンアミン、Ｎ－（５，５－ジメチル－３
－オキソ－１－シクロヘキセニル）アミン、Ｎ－ジフェニルボリニン酸（ｂｏｒｉｎｉｃ
　ａｃｉｄ）、Ｎ－［フェニル（ペンタカルボニルクロム－またはタングステン）カルボ
ニル］アミン、Ｎ－ニトロアミン、Ｎ－ニトロソアミン、アミンＮ－オキシド、ジフェニ
ルホスフィンアミド（Ｄｐｐ）、ジメチルチオホスフィンアミド（Ｍｐｔ）、ジフェニル
チオホスフィンアミド（Ｐｐｔ）、ジアルキルホスホロアミデート、ジベンジルホスホロ
アミデート、ジフェニルホスホロアミデート、ベンゼンスルフェンアミド、ｏ－ニトロベ
ンゼンスルフェンアミド（Ｎｐｓ）、２，４－ジニトロベンゼンスルフェンアミド、ペン
タクロロベンゼンスルフェンアミド、２－ニトロ－４－メトキシベンゼンスルフェンアミ
ド、トリフェニルメチルスルフェンアミド、３－ニトロピリジンスルフェンアミド（Ｎｐ
ｙｓ）、ｐ－トルエンスルホンアミド（Ｔｓ）、ベンゼンスルホンアミド、２，３，６－
トリメチル－４－メトキシベンゼンスルホンアミド（Ｍｔｒ）、２，４，６－トリメトキ
シベンゼンスルホンアミド（Ｍｔｂ）、２，６－ジメチル－４－メトキシベンゼンスルホ
ンアミド（Ｐｍｅ）、２，３，５，６－テトラメチル－４－メトキシベンゼンスルホンア
ミド（Ｍｔｅ）、４－メトキシベンゼンスルホンアミド（Ｍｂｓ）、２，４，６－トリメ
チルベンゼンスルホンアミド（Ｍｔｓ）、２，６－ジメトキシ－４－メチルベンゼンスル
ホンアミド（ｉＭｄｓ）、２，２，５，７，８－ペンタメチルクロマン－６－スルホンア
ミド（Ｐｍｃ）、メタンスルホンアミド（Ｍｓ）、β－トリメチルシリルエタンスルホン
アミド（ＳＥＳ）、９－アントラセンスルホンアミド、４－（４’，８’－ジメトキシナ
フチルメチル）ベンゼンスルホンアミド（ＤＮＭＢＳ）、ベンジルスルホンアミド、トリ
フルオロメチルスルホンアミド、およびフェナシルスルホンアミドからなる群より選択さ
れるアミノ保護基である、
　化合物、またはそれらの塩もしくは互変異性体。
【請求項１１】
　Ｒ１が水素である、請求項１０に記載の化合物。
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【請求項１２】
　Ｒ２が水素である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ３が水素である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ４が水素である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ３およびＲ４がそれぞれ水素である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ５が－Ｎ（ＣＨ３）２である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ７の少なくとも１つがハロゲンである、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ７の少なくとも１つが－ＯＲＧである、請求項１０に記載の化合物。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　当業者は、これらの合成方法が、本明細書中で記述したように、種々の保護基を利用す
ることを理解する。本明細書中で使用する「保護基」との用語は、特定の官能基（例えば
、Ｏ、ＳまたはＮ）が一時的に遮断されて多官能性化合物の他の反応部位で反応が特異的
に実行できることを意味する。好ましい実施態様では、保護基は、良好な収率で選択的に
反応して、保護基質を生じ、これは、計画された反応で安定である；この保護基は、容易
に入手でき好ましくは非毒性の試薬（これらは、他の官能基を攻撃しない）により、良好
な収率で、選択的に除去可能であるべきである；この保護基は、（さらに好ましくは、新
しいステレオジェニック中心を生じることなく）、容易に分離可能な誘導体を形成する；
この保護基は、さらに別の反応部位を回避するために、追加官能性ができるだけ少ない。
本明細書中で詳述するように、酸素、イオウ、窒素および炭素保護基が使用され得る。ヒ
ドロキシル保護基には、メチル、メトキシルメチル（ＭＯＭ）、メチルチオメチル（ＭＴ
Ｍ）、ｔ－ブチルチオメチル、（フェニルジメチルシリル）メトキシメチル（ＳＭＯＭ）
、ベンジルオキシメチル（ＢＯＭ）、ｐ－メトキシベンジルオキシメチル（ＰＭＢＭ）、
（４－メトキシフェノキシ）メチル（ｐ－ＡＯＭ）、グアヤコールメチル（ＧＵＭ）、ｔ
－ブトキシメチル、４－ペンテニルオキシメチル（ＰＯＭ）、シロキシメチル、２－メト
キシエトキシメチル（ＭＥＭ）、２，２，２－トリクロロエトキシメチル、ビス（２－ク
ロロエトキシ）メチル、２－（トリメチルシリル）エトキシメチル（ＳＥＭＯＲ）、テト
ラヒドロピラニル（ＴＨＰ）、３－ブロモテトラヒドロピラニル、テトラヒドロチオピラ
ニル、１－メトキシシクロヘキシル、４－メトキシテトラヒドロピラニル（ＭＴＨＰ）、
４－メトキシテトラヒドロチオピラニル、４－メトキシテトラヒドロチオピラニルＳ，Ｓ
－ジオキシド、１－［（２－クロロ－４－メチル）フェニル］－４－メトキシピペリジン
－４－イル（ＣＴＭＰ）、１，４－ジオキサン－２－イル、テトラヒドロフラニル、テト
ラヒドロチオフラニル、２，３，３ａ，４，５，６，７，７ａ－オクタヒドロ－７，８，
８－トリメチル－４，７－メタノベンゾフラン－２－イル、１－エトキシエチル、１－（
２－クロロエトキシ）エチル、１－メチル－１－メトキシエチル、１－メチル－１－ベン
ジルオキシエチル、１－メチル－１－ベンジルオキシ－２－フルオロエチル、２，２，２
－トリクロロエチル、２－トリメチルシリルエチル、２－（フェニルセレニル）エチル、
ｔ－ブチル、アリル、ｐ－クロロフェニル、ｐ－メトキシフェニル、２，４－ジニトロフ
ェニル、ベンジル、ｐ－メトキシベンジル、３，４－ジメトキシベンジル、ｏ－ニトロベ
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ンジル、ｐ－ニトロベンジル、ｐ－ハロベンジル、２，６－ジクロロベンジル、ｐ－シア
ノベンジル、ｐ－フェニルベンジル、２－ピコリル、４－ピコリル、３－メチル－２－ピ
コリルＮ－オキシド、ジフェニルメチル、ｐ，ｐ’－ジニトロベンズヒドリル、５－ジベ
ンゾスベリル、トリフェニルメチル、α－ナフチルジフェニルメチル、ｐ－メトキシフェ
ニルジフェニルメチル、ジ（ｐ－メトキシフェニル）フェニルメチル、トリ（ｐ－メトキ
シフェニル）メチル、４－（４’－ブロモフェナシルオキシフェニル）ジフェニルメチル
、４，４’，４”－トリス（４，５－ジクロロフタルイミドフェニル）メチル、４，４’
，４”－トリス（レブリノイルオキシフェニル）メチル、４，４’，４”－トリス（ベン
ゾイルオキシフェニル）メチル、３－（イミダゾール－１－イル）ビス（４’，４”－ジ
メトキシフェニル）メチル、１，１－ビス（４－メトキシフェニル）－１’－ピレニルメ
チル、９－アントリル、９－（９－フェニル）キサンテニル、９－（９－フェニル－１０
－オキソ）アントリル、１，３－ベンゾジチオラン－２－イル、ベンズイソチアゾリルＳ
，Ｓ－ジオキシド、トリメチルシリル（ＴＭＳ）、トリエチルシリル（ＴＥＳ）、トリイ
ソプロピルシリル（ＴＩＰＳ）、ジメチルイソプロピルシリル（ＩＰＤＭＳ）、ジエチル
イソプロピルシリル（ＤＥＩＰＳ）、ジメチルセキシルシリル、ｔ－ブチルジメチルシリ
ル（ＴＢＤＭＳ）、ｔ－ブチルジフェニルシリル（ＴＢＤＰＳ）、トリベンジルシリル、
トリ－ｐ－キシリルシリル、トリフェニルシリル、ジフェニルメチルシリル（ＤＰＭＳ）
、ｔ－ブチルメトキシフェニルシリル（ＴＢＭＰＳ）、ホルメート、ベンゾイルホルメー
ト、アセテート、クロロアセテート、ジクロロアセテート、トリクロロアセテート、トリ
フルオロアセテート、メトキシアセテート、トリフェニルメトキシアセテート、フェノキ
シアセテート、ｐ－クロロフェノキシアセテート、３－フェニルプロピオネート、４－オ
キソペンタノエート（レブリネート）、４，４－（エチレンジチオ）ペンタノエート（レ
ブリノイルジチオアセタール）、ピバロエート、アダマントエート、クロトネート、４－
メトキシクロトネート、ベンゾエート、ｐ－フェニルベンゾエート、２，４，６－トリメ
チルベンゾエート（メシトエート）、メチルカーボネート、９－フルオレニルメチルカー
ボネート（Ｆｍｏｃ）、アルキルエチルカーボネート、アルキル２，２，２－トリクロロ
エチルカーボネート（Ｔｒｏｃ）、２－（トリメチルシリル）エチルカーボネート（ＴＭ
ＳＥＣ）、２－（フェニルスルホニル）エチルカーボネート（Ｐｓｅｃ）、２－（トリフ
ェニルホスホニオ）エチルカーボネート（Ｐｅｏｃ）、アルキルイソブチルカーボネート
、アルキルビニルカーボネート、アルキルアリルカーボネート、アルキルｐ－ニトロフェ
ニルカーボネート、アルキルベンジルカーボネート、アルキルｐ－メトキシベンジルカー
ボネート、アルキル３，４－ジメトキシベンジルカーボネート、アルキルｏ－ニトロベン
ジルカーボネート、アルキルｐ－ニトロベンジルカーボネート、アルキルＳ－ベンジルチ
オカーボネート、４－エトキシ－１－ナフチルカーボネート、メチルジチオカーボネート
、２－ヨードベンゾエート、４－アジドブチレート、４－ニトロ－４－メチルペンタノエ
ート、ｏ－（ジブロモメチル）ベンゾエート、２－ホルミルベンゼンスルホネート、２－
（メチルチオメトキシ）エチル、４－（メチルチオメトキシ）ブチレート、２－（メチル
チオメトキシメチル）ベンゾエート、２，６－ジクロロ－４－メチルフェノキシアセテー
ト、２，６－ジクロロ－４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノキシアセテ
ート、２，４－ビス（１，１－ジメチルプロピル）フェノキシアセテート、クロロジフェ
ニルアセテート、イソブチレート、モノスクシネート、（Ｅ）－２－メチル－２－ブテノ
エート、ｏ－（メトキシカルボニル）ベンゾエート、α－ナフトネート、硝酸エステル、
アルキルＮ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルホスホロジアミデート、アルキルＮ－フェニ
ルカルバメート、ホウ酸エステル、ジメチルホスフィノチオイル、アルキル２，４－ジニ
トロフェニルスルフェネート、サルフェート、メタンスルホネート（メシレート）、ベン
ジルスルホネート、およびトシレート（Ｔｓ）が挙げられる。１，２－または１，３－ジ
オールを保護するためには、それらの保護基には、メチレンアセタール、エチリデンアセ
タール、１－ｔ－ブチルエチリデンケタール、１－フェニルエチリデンケタール、（４－
メトキシフェニル）エチリデンアセタール、２，２，２－トリクロロエチリデンアセター
ル、アセトニド、シクロペンチリデンケタール、シクロヘキシリデンケタール、シクロヘ
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プチリデンケタール、ベンジリデンアセタール、ｐ－メトキシベンジリデンアセタール、
２，４－ジメトキシベンジリデンケタール、３，４－ジメトキシベンジリデンアセタール
、２－ニトロベンジリデンアセタール、メトキシメチレンアセタール、エトキシメチレン
アセタール、ジメトキシメチレンオルトエステル、１－メトキシエチリデンオルトエステ
ル、１－エトキシエチリジンオルトエステル、１，２－ジメトキシエチリデンオルトエス
テル、α－メトキシベンジリデンオルトエステル、１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチ
リデン誘導体、α－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）ベンジリデン誘導体、２－オキサシクロ
ペンチリデンオルトエステル、ジ－ｔ－ブチルシリレン基（ＤＴＢＳ）、１，３－（１，
１，３，３－テトライソプロピルジシロキサニリデン）誘導体（ＴＩＰＤＳ）、テトラ－
ｔ－ブトキシジシロキサン－１，３－ジイリデン誘導体（ＴＢＤＳ）、環状カルボネート
、環状ボロネート、ボロン酸エチルおよびボロン酸フェニルが挙げられる。アミノ－保護
基には、カルバミン酸メチル、カルバミン酸エチル、カルバミン酸９－フルオレニルメチ
ル（Ｆｍｏｃ）、カルバミン酸９－（２－スルホ）フルオレニルメチル、カルバミン酸９
－（２，７－ジブロモ）フルオレニルメチル、カルバミン酸２，７－ジ－ｔ－ブチル－［
９－（１０，１０－ジオキソ－１０，１０，１０，１０－テトラヒドロチオキサンチル）
］メチル（ＤＢＤ－Ｔｍｏｃ）、カルバミン酸４－メトキシフェナシル（Ｐｈｅｎｏｃ）
、カルバミン酸２，２，２－トリクロロエチル（Ｔｒｏｃ）、カルバミン酸２－トリメチ
ルシリルエチル（Ｔｅｏｃ）、カルバミン酸２－フェニルエチル（ｈＺ）、カルバミン酸
１－（１－アダマンチル）－１－メチルエチル（Ａｄｐｏｃ）、カルバミン酸１，１－ジ
メチル－２－ハロエチル、カルバミン酸１，１－ジメチル－２，２－ジブロモエチル（Ｄ
Ｂ－ｔ－ＢＯＣ）、カルバミン酸１，１－ジメチル－２，２，２－トリクロロエチル（Ｔ
ＣＢＯＣ）、カルバミン酸１－メチル－１－（４－ビフェニルイル）エチル（Ｂｐｏｃ）
、カルバミン酸１－（３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－１－メチルエチル（ｔ－Ｂｕ
ｍｅｏｃ）、カルバミン酸２－（２’－および４’－ピリジル）エチル（Ｐｙｏｃ）、カ
ルバミン酸２－（Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルカルボキサミド）エチル、カルバミン酸ｔ－
ブチル（ＢＯＣ）、カルバミン酸１－アダマンチル（Ａｄｏｃ）、カルバミン酸ビニル（
Ｖｏｃ）、カルバミン酸アリル（Ａｌｌｏｃ）、カルバミン酸１－イソプロピルアリル（
Ｉｐａｏｃ）、カルバミン酸シンナミル（Ｃｏｃ）、カルバミン酸４－ニトロシンナミル
（Ｎｏｃ）、カルバミン酸８－キノリル、カルバミン酸Ｎ－ヒドロキシピペリジニル、カ
ルバミン酸アルキルジチオ、カルバミン酸ベンジル（Ｃｂｚ）、カルバミン酸ｐ－メトキ
シベンジル（Ｍｏｚ）、カルバミン酸ｐ－ニトロベンジル、カルバミン酸ｐ－ブロモベン
ジル、カルバミン酸ｐ－クロロベンジル、カルバミン酸２，４－ジクロロベンジル、カル
バミン酸４－メチルスルフィニルベンジル（Ｍｓｚ）、カルバミン酸９－アントリルメチ
ル、カルバミン酸ジフェニルメチル、カルバミン酸２－メチルチオエチル、カルバミン酸
２－メチルスルホニルエチル、カルバミン酸２－（ｐ－トルエンスルホニル）エチル、カ
ルバミン酸［２－（１，３－ジチアニル）］メチル（Ｄｍｏｃ）、カルバミン酸４－メチ
ルチオフェニル（Ｍｔｐｃ）、カルバミン酸２，４－ジメチルチオフェニル（Ｂｍｐｃ）
、カルバミン酸２－ホスホニオエチル（Ｐｅｏｃ）、カルバミン酸２－トリフェニルホス
ホニオイソプロピル（Ｐｐｏｃ）、カルバミン酸１，１－ジメチル－２－シアノエチル、
カルバミン酸ｍ－クロロ－ｐ－アシルオキシベンジル、カルバミン酸ｐ－（ジヒドロキシ
ボリル）ベンジル、カルバミン酸５－ベンズイソキサゾリルメチル、カルバミン酸２－（
トリフルオロメチル）－６－クロモニルメチル（Ｔｃｒｏｃ）、カルバミン酸ｍ－ニトロ
フェニル、カルバミン酸３，５－ジメトキシベンジル、カルバミン酸ｏ－ニトロベンジル
、カルバミン酸３，４－ジメトキシ－６－ニトロベンジル、カルバミン酸フェニル（ｏ－
ニトロフェニル）メチル、フェノチアジニル－（１０）－カルボニル誘導体、Ｎ’－ｐ－
トルエンスルホニルアミノカルボニル誘導体、Ｎ’－フェニルアミノチオカルボニル誘導
体、カルバミン酸ｔ－アミル、チオカルバミン酸Ｓ－ベンジル、カルバミン酸ｐ－シアノ
ベンジル、カルバミン酸シクロブチル、カルバミン酸シクロヘキシル、カルバミン酸シク
ロペンチル、カルバミン酸シクロプロピルメチル、カルバミン酸ｐ
－デシルオキシベンジル、カルバミン酸２，２－ジメトキシカルボニルビニル、カルバミ
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ン酸ｏ－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルボキサミド）ベンジル、カルバミン酸１，１－ジメチル
－３－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルボキサミド）プロピル、カルバミン酸１，１－ジメチルピ
ロピニル、カルバミン酸ジ（２－ピリジル）メチル、カルバミン酸２－フラニルメチル、
カルバミン酸２－ヨードエチル、カルバミン酸イソボルニル、カルバミン酸イソブチル、
カルバミン酸イソニコチニル、カルバミン酸ｐ－（ｐ’－メトキシフェニルアゾ）ベンジ
ル、カルバミン酸１－メチルシクロブチル、カルバミン酸１－メチルシクロヘキシル、カ
ルバミン酸１－メチル－１－シクロプロピルメチル、カルバミン酸１－メチル－１－（３
，５－ジメトキシフェニル）エチル、カルバミン酸１－メチル－１－（ｐ－フェニルアゾ
フェニル）エチル、カルバミン酸１－メチル－１－フェニルエチル、カルバミン酸１－メ
チル－１－（４－ピリジル）エチル、カルバミン酸フェニル、カルバミン酸ｐ－（フェニ
ルアゾ）ベンジル、カルバミン酸２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェニル、カルバミン酸
４－（トリメチルアンモニウム）ベンジル、カルバミン酸２，４，６－トリメチルベンジ
ル、ホルムアミド、アセトアミド、クロロアセトアミド、トリクロロアセトアミド、トリ
フルオロアセトアミド、フェニルアセトアミド、３－フェニルプロパンアミド、ピコリン
アミド、３－ピリジルカルボキサミド、Ｎ－ベンゾイルフェニルアラニル誘導体、ベンズ
アミド、ｐ－フェニルベンズアミド、ｏ－ニトロフェニルアセトアミド、ｏ－ニトロフェ
ノキシアセトアミド、アセトアセトアミド、（Ｎ’－ジチオベンジルオキシカルボニルア
ミノ）アセトアミド、３－（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパンアミド、３－（ｏ－ニト
ロフェニル）プロパンアミド、２－メチル－２－（ｏ－ニトロフェノキシ）プロパンアミ
ド、２－メチル－２－（ｏ－フェニルアゾフェノキシ）プロパンアミド、４－クロロブタ
ンアミド、３－メチル－３－ニトロブタンアミド、ｏ－ニトロシンナミド、Ｎ－アセチル
メチオニン誘導体、ｏ－ニトロベンズアミド、ｏ－（ベンゾイルオキシメチル）ベンズア
ミド、４，５－ジフェニル－３－オキサゾリン－２－オン、Ｎ－フタルイミド、Ｎ－ジチ
アスクシンイミド（Ｄｔｓ）、Ｎ－２，３－ジフェニルマレイミド、Ｎ－２，５－ジメチ
ルピロール、Ｎ－１，１，４，４－テトラメチルジシリルアザシクロペンタン付加物（Ｓ
ＴＡＢＡＳＥ）、５－置換１，３－ジメチル－１，３，５－トリアザシクロヘキサン－２
－オン、５－置換１，３－ジベンジル－１，３，５－トリアザシクロヘキサン－２－オン
、１－置換３，５－ジニトロ－４－ピリドン、Ｎ－メチルアミン、Ｎ－アリルアミン、Ｎ
－［２－（トリメチルシリル）エトキシ］メチルアミン（ＳＥＭ）、Ｎ－３－アセトキシ
プロピルアミン、Ｎ－（１－イソプロピル－４－ニトロ－２－オキソ－３－ピロリン（ｐ
ｙｒｏｏｌｉｎ）－３－イル）アミン、四級アンモニウム塩、Ｎ－ベンジルアミン、Ｎ－
ジ（４－メトキシフェニル）メチルアミン、Ｎ－５－ジベンゾスベリルアミン、Ｎ－トリ
フェニルメチルアミン（Ｔｒ）、Ｎ－［（４－メトキシフェニル）ジフェニルメチル］ア
ミン（ＭＭＴｒ）、Ｎ－９－フェニルフルオレニルアミン（ＰｈＦ）、Ｎ－２，７－ジク
ロロ－９－フルオレニルメチレンアミン、Ｎ－フェロセニルメチルアミノ（Ｆｃｍ）、Ｎ
－２－ピコリルアミノＮ’－オキシド、Ｎ－１，１－ジメチルチオメチレンアミン、Ｎ－
ベンジリデンアミン、Ｎ－ｐ－メトキシベンジリデンアミン、Ｎ－ジフェニルメチレンア
ミン、Ｎ－［（２－ピリジル）メシチル］メチレンアミン、Ｎ－（Ｎ’，Ｎ’－ジメチル
アミノメチレン）アミン、Ｎ，Ｎ’－イソプロピリデンジアミン、Ｎ－ｐ－ニトロベンジ
リデンアミン、Ｎ－サリチリデンアミン、Ｎ－５－クロロサリチリデンアミン、Ｎ－（５
－クロロ－２－ヒドロキシフェニル）フェニルメチレンアミン、Ｎ－シクロヘキシリデン
アミン、Ｎ－（５，５－ジメチル－３－オキソ－１－シクロヘキセニル）アミン、Ｎ－ボ
ラン誘導体、Ｎ－ジフェニルボリニン酸（ｂｏｒｉｎｉｃ　ａｃｉｄ）誘導体、Ｎ－［フ
ェニル（ペンタカルボニルクロム－またはタングステン）カルボニル］アミン、Ｎ－銅キ
レート、Ｎ－亜鉛キレート、Ｎ－ニトロアミン、Ｎ－ニトロソアミン、アミンＮ－オキシ
ド、ジフェニルホスフィンアミド（Ｄｐｐ）、ジメチルチオホスフィンアミド（Ｍｐｔ）
、ジフェニルチオホスフィンアミド（Ｐｐｔ）、ジアルキルホスホロアミデート、ジベン
ジルホスホロアミデート、ジフェニルホスホロアミデート、ベンゼンスルフェンアミド、
ｏ－ニトロベンゼンスルフェンアミド（Ｎｐｓ）、２，４－ジニトロベンゼンスルフェン
アミド、ペンタクロロベンゼンスルフェンアミド、２－ニトロ－４－メトキシベンゼンス
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ルフェンアミド、トリフェニルメチルスルフェンアミド、３－ニトロピリジンスルフェン
アミド（Ｎｐｙｓ）、ｐ－トルエンスルホンアミド（Ｔｓ）、ベンゼンスルホンアミド、
２，３，６－トリメチル－４－メトキシベンゼンスルホンアミド（Ｍｔｒ）、２，４，６
－トリメトキシベンゼンスルホンアミド（Ｍｔｂ）、２，６－ジメチル－４－メトキシベ
ンゼンスルホンアミド（Ｐｍｅ）、２，３，５，６－テトラメチル－４－メトキシベンゼ
ンスルホンアミド（Ｍｔｅ）、４－メトキシベンゼンスルホンアミド（Ｍｂｓ）、２，４
，６－トリメチルベンゼンスルホンアミド（Ｍｔｓ）、２，６－ジメトキシ－４－メチル
ベンゼンスルホンアミド（ｉＭｄｓ）、２，２，５，７，８－ペンタメチルクロマン－６
－スルホンアミド（Ｐｍｃ）、メタンスルホンアミド（Ｍｓ）、β－トリメチルシリルエ
タンスルホンアミド（ＳＥＳ）、９－アントラセンスルホンアミド、４－（４’，８’－
ジメトキシナフチルメチル）ベンゼンスルホンアミド（ＤＮＭＢＳ）、ベンジルスルホン
アミド、トリフルオロメチルスルホンアミド、およびフェナシルスルホンアミドが挙げら
れる。代表的な保護基は、本明細書中で詳述されているが、しかしながら、本発明は、こ
れらの保護基に限定されるとは解釈されないことが分かる；むしろ、種々の等価な追加保
護基は、上記基準を使用して容易に同定でき、そして本発明の方法で利用できる。さらに
、種々の保護基は、「Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓ
ｙｎｔｈｅｓｉｓ」、３版、Ｇｒｅｅｎｅ，Ｔ．Ｗ．ａｎｄ　Ｗｕｔｓ，Ｐ．Ｇ．著、Ｊ
ｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：１９９９で記述されており、そ
の全内容は、本明細書中で参考として援用されている。
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